
1る.エ レ ベ

ELEVATORS

昭和36年度は前年に開発した新技術の成 が契って,質,二是とも

に前年の記録をさらに更新し.たが,十九急激に増加しつつある需要

に備えて,規 ならびに設備ともに†冊lル,流れ作業を巧み尤とり

入れた新_I二場を新設して飛酢的な生産態勢も購えることができた｡

新技術の開発とし_て,わが国最高速度240m/1-1in中央研究所納

ギャレスエレベータがある..従

という一柳娘があったが,

,わがい圭1のビルは地上31111以下
築材料の改良に†､l′㌧､,特殊地区にほこの

制限な緩和して,さらに高層化させたいという気運が高まってい

る｡したがって,今回開発L･たこの成果が謝.L･けルにデビューする

口も近いと思う｡

つぎに,最近のエレベータ需要の傾向な御霊すると,大京務所ビ

ル向きの高性能化と,一般ビル向きの実用性をおもにした普及形化

を強く要望されている｡日立製≠所では,高性能化として速度制御

卜からFV形ギャレスエレベータ,仝イi動折管理力式に対しては

Autogram Tra仔icPatternを開発し,すでに数+:rのj諸ミを得て

いるが,さらに普及形化としてA形シリーズむ開発LじJこれはア

パートや一般ビル向きの全自動エレベータであって,緋‡l;の設計什

様は実用性の面から種々検討した上ですべて標準化し,リミットデ

ザインと量産化の両面から,機器全体の小形化と短納‡mヒを図った

ものである｡また,高級エレベータの新意匠としてルミ/ミネルやヒ

ッターライトを応用Lた近代的なかごを丸書ゼル,新住友ゼルなど

に納入し妬沖を得た｡

エスカレータは1200′r-N形を人阪松坂仙こ10子涌勺人したほか,

120〕T-NN 形5育紅胴~射出こ納入し,口立■製作所独帖のぎん新な

意匠効果として関係者の注目を浴びている｡また,デパート向きと

して,新たに複列 励照明800F-L3形4f-｢な釧凍J町会鮎に納入し

た｡一九昭和35年7几い∃産第1号概とLてi`i三F~lされたオ,-トラ

イソは昭利36年4月国際見本市喘髄会J易に侶晶し,日~､■/二館の異色

製ぷ-として国内外全参観者の人気なさ仁_)つたが,氷川丸に続いて大

阪大西衣料デパートに3台納入し 本格的な需要増加が制服されて

一九 国外からの′.∴凄も活発となり,フィリッビンノ,シンガポーー

ル,ブラジルなどにも新聞地を得たが さらにわが国初のアメリカ

向け輪～1悌1-り毯酎.｢,として,直流享レ人∴一タ3否,エスカレータ4

台をロスアンゼルスに納入し,好了汁を｢専Lている｡つぎに,これら

の代 的なものについて述べる｡

lる.】エ レ ベ ー タ

】る.l.】240m′′′min最高速度エレベータ

現在,わが国の はレノビ 築条令に上って高さが制†股されているた

第2図 速 度 粘 性

第1周 240m/minエレベータを設置した中央研究所

め,エレベータの定格 度は150m/min程度が適当な速度として

選ばれている｢.Lかしながら,近ごろ建 条令改正の要望や,クワ

設など,応憎イヒへの気運が高まってきた｡この気運にさきが

けて,ロー立製作所はさきに小平記念館に200m/minの高速エレベー

タをン■己成し,さらに研究を弔ね, 技術を相川こんで24-Om//1--inの

最高速度エレベータを開発した｡

高速化に/)れて,乗心地,振動,騒二針ねよび安全装腔尤せ宜∴い

て多くの問題が生ずるが,つぎに述べるような考慮を払って解決し

た｡たとえはll川･㌻な乗心地を得るた拙速度椚巨は千り杉捌l】減速
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第4図 大阪興銀ビル納エレベータ

第5区l一一階床運転速度特性

度特性にした｡台形波加減速度特性を採用した結果,乗心地だけでな

く･階床運転によって生じる速度特性や慣性エネルギーの変化など,

制御上の問題とされていた点も解決できた｡また;振動や騒音に関

しては,ガイドシューヤシーブ溝形などに対策を講じて,かご内の

振動は20〃以下,かご内騒音は65Pbone程度におさめることがで

きた｡安全装置についても,油圧緩衝器や調速機を新設計して高速

エレベータとしての安全装置を開発し,所期の目的を達した｡これ

らは実験の結果,アメリカソスタソダードセーフティコードの規定

値を上回る特性のものである｡弟】図は240m/血nエレベータを

設置した中央研究所,弟2図にその速度特性,弟3図にかご内の騒

音の実測値を示した｡

Id･l･2 大阪興銀ピル納全自動エレベータ群

昭和36年8月,御堂筋の一角に新装成った大阪興銀ビルに,日立

製作所独特の全自動エレベータ群(1～9号機)9台を納入し,全館

全自動エレベータ化の威力を発揮している｡

ピル正面玄関の4～8号機,1バンク5台の全自動エレベータは,

一般来客用の新鋭機群である｡すなわち,速度制御にほFV形と称

して,たとえば1階床運転時間4秒という高速プログラム制御を行

い,一方,運転上の管理を自動化するためには,全階床の呼びや

交通量の変化に応じて絶えず能率よくサービスできるAutogram

TrafficPatternを採用している｡これらの方式はさきに発表した

ものに対し,FV形にはIR方式,AutogramTrafficPatternには

4Pattern方式を採用L,機器の小形化管理要素の合理化を図った

新製品である0弟4図に運転中のエレベータ群,弟5図に1階床運

転における速度特性の一例を示した｡

一方･通用口側の2,3号磯はDuplexCollectiveControlであ

って,2台の全自動エレベータが互に自動的な管理運転を行いなが

ら,絶えず早いほうのエレベータがサービスするものである｡また,

第胡巻 第1号

第6図 A形シリ ーズエレベータ

速度制御にはTV形と称して発電機界磁の時定数を利用し,加減速

用接触器などの数を減らして制御盤を半分以下に小形化したもので

あって,ビル内の所員用として使用されている｡そのほか,1号磯

は人荷用,9号楼は銀行用として,いずれも日立製作所独特の方式

を誇る全自動エレベータ群であって,今後の活躍が期待されてい

る｡

1d･1･3 Å形シリーズエレベータ

最近,中小ビルの増加に伴って,実用性の高い普及形エレベータ

を強く要望されている｡従来エレベータは建築計画上の諸条件と密

接な関係があるから,建築設計から生ずる特殊仕様のほか,種々の

使用条件からエレベータの仕様は多種多様となり,量産化を図るこ

とが非常に困難であった｡しかし,エレベータの使用日的によって

は, 用上の 条件を特に重視して主要な仕様を るす化 と,あ

らかじめ計画するときにも建築設計上便利になる上に,エレベータ

の設計,製作上も全機器の小形化量産化が促進できるから,大局的

にはなおいっそう有利になる｡

今回,日立製作所ではA形シリーズと称する普及形エレベータを

開発した｡これは従来の製品を統計的に検討し,さらに最近の新し

い傾向を織り込んで特に合理的な仕様を標 化したものである｡ま

た,意匠上も最近の流行をとり入れて落ちついた感じを出すように

した｡弟l表はA形シリーズー覧表であって,Al-6-1S8｡,Alrll-

1Saoは特にアパート用,そのはかは一般ビル向に好適なものであ

る｡弟引図に1階エレベータホールの一例を示した｡

Id･1･4 小形系列化された制御機器

ビルの高層化と高級エレベータの普及に伴ってその制御は複雑と
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第1表 日立"A形"シリーズエレベータ標準表

第7囲 CF形制御リレー 第8岡 GF形信号リレー

なり,また必要制御機器が膨大化する傾向にある｡たとえば全日勤

評管理エレベータにいたっては,機械毒の制御盤群に約8,000個も

の接点を必要とする｡またその動作ひん度も高く,エレベータは1日

に約2,000何の起動,停止を行うが,その都度大部分の接点は開閉

を繰返すこととなる｡一方エレベータは制御回路に直流110V電源

を使用しているが,負荷はほとんどが大きなイソダクタソスを有す

る誘導負荷であり,たとえば直流 動機の界磁などはL/Rが0.06秒

第9図 TZ形タイ マー

電流値は23Aにも及ぶ,したがって,制御盤群の小形化,接触器

リレーの高信頼度,長寿命,多接点化がエレベータ制御のための前

提条件となる｡

日立製作所ではこの気運にさきがけ,今後のエレベータの発展に

備えて着々と新鋭機･器の開発に努力を続けてきたが,今回,その小

形系列化がほぼ完成した｡

まずエレベータ専用機器は大部分が新しく開発され一連の系列が完

第10岡 2台 の 直流 エ レ ベ ー

タ 群盤御舶仰の
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第11図 パレスホテル納ギャレスエレベータ

成した｡そのおもなものに,第7図から弟9国に示すようなCF形

制御リレー,GF形信号リレー,TF形タイムリレー,TZ形タイ

マー,KB形カムスイッチ,LT形リミットスイッチなどがあるぐ-

これら新系列のリレー,スイッチは,すべて加速寿命 験,冷熱

試験などによって数年分の動作を短時日で繰返し,JISのA級1号

1種に余裕をもって合格することを確認した上納入

ある｡

施したもので

一九 制御盤,信号賂,受電盤,起動盤など制御盤群に関しては

すべてフレームマウント式とし,上記の新形リレーを採用して新系

列化を完成した｡この新系列の盤の実施によって,機械室内の盤の

必要床面積が従来の約60%以~Fとなるなどその効果は大きい｡

弟10図ほ新系列の盤の工場写 であり,左から起動盤およぴMG

(2面)受電盤(2面),制御盤(No.1),管理盤,信号盤,制御盤

(No.2)である｡

】る･1･5 高級エレベータの光天井方式

近年エレベータの設置台数は飛躍的に増大し, 向傾の
レ｣′1衆大次

にある(､一方,ビル付帯設備の完備に伴いビル内の採光,照明ほ著

しく向上し,暖冷房,換気などの諸条件も長足の進歩を示Lている⊂,

したがって高級エレベータのかごの意匠も,これら四囲の瑞軒こて

ッチするようなものが要求されることは必∃三であり,これら意匠の

開発の完成を急いでいたが,昨秋,都心にデビューしたパレスホテ

ル,大阪の丸善ビル納エレベータに光天井照明方式を採川し,完成

を見るに至った｡そのぎん新な意匠と能率

祝の的となっている｡

､封〃〉罪業ま--カ転

日立製作所はすでに数種の光天井照明のものを製作し,実用適確

にはいっているが,その一例を弟13,14図に示す｡

天井は乳白色アクリル聾皇統り形で,細い台形のステンレスLl地を

配したもので,乳白色アクリルにより天然光に似た快適な照明が得

られた∩本方式は近代ビルにマッチした理想的で豪華なもので,か

ご側板の落ちついたつや消し木目模様とよく調和を保ち,いっそう

照明の効果を高めている｡同時に,従来かご天井板から受ける抑圧

感が完全に除かれ,いかにも軽快な広々とした活動的な環境を構成

することができた｡

一方,換気方法は構造上かえってむずかしくなるが,これは特殊

換気扇をかご上部に取付け,かご周囲から一様に冷風を送り込む日

立製作所独特の方式によりみごとに解決されており,意匠的にほむ

し7)アクセントとなっている｡

台形のステンレス甘地も, 天井方式の
､■■･.

′官､
匠を生かすためには垂

要な部分であり,これの加~Ⅰ二,糾合せには特殊熔接構造を抑rJL,
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第12図 丸善ビル納ギャレスェレべ--タ

第13囲 パレスホテル納エレベータの照明方式

第14岡 新作友ビ′し糾エレベータの照明力式

合理的な組合せ法を確立し,熔接ひずみ,打ち傷などの全くない高

級エレベータにふさわい､豪撃な製品を完成しえた｡な二転,光天井

に直接ルーバーを取付け,あるいは二木の目地を利用し,スリット

から送風するなど各種の換気方式が考えられるが,いずれも意匠に

変化をもたせる方法であり,きわめてざん新なものであるr,

】る.2 エスカレータおよびオートライン

1占･2･1エスカレータのアメリカ,フィリピンヘの進出

前年度に引きつづき,エスカレータの輸出は 実に伸びてきた｡

すなわち,従来香港に限られていたエスカレータの 出は,今年度に

いたって･アメリカに進出し,ロスアンジェルス市の西武百貨店に
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第15同 工場組立試験中のマニラ国際航空納エスカレータ

1200T-N形エスカレータ4台と,フィリピンのマニラ国際空港ゼ

ルディソグに800T-Nエスカレータ1台を納入Lた｡ロスアンジェ

ルスのものは階高6,555mm,マニラ空港のものは7,000mmでとも

に大形エスカレータとしての記録的なものである｡

アメリカおよぴフィリピソへのわが国エスカレータの輸出は初め

てであり,日立エスカレータの新しい進路を示したものとして期待

できる｡

に,従来アメリカではほとんどが実用性を主としたェスカレー

タのみで意匠的にすぐれたものがなかったため,日立透明式エスカ

レータの進出は,アメリカにおけるエスカレータ界に一大転期を与

えたことになる｡またマニラ国際空港のエスカレータは,フィリピ

ソにおけるエスカレータの1号機である｡

lる.2.2 オートライ ン

(1)国際見本市に

昭和35年7月,独

したオートライン

のチェーソベルト式駆動方法による,日

立オートラインを開発し,昭和36 度の東京国際見本市日常特

設負割こおいて,館外歩道より館内まで来りいれるように設置され,

わが国における最初のサービス運転が行われた｡

このオートラインは,片側に移動手すりが付き,他方にはカ/ミ

ープレートを設けた構造である｡

ベルトは,周囲の建築物との調和を考慮して,表面ゴムは濃朱

色系の色を採用し,長芋方向に溝をつけ,すべり止めと意匠上の

効果をねらった｡また欄干内側パネルは,パーチクルボード地に

ヒッターライトのモザイク模様を張りあわせた｡その模様はオー

トラインの動くスピード感を盛りこんだフォームで構成し,ざん

新なデザインで建築物との調和を図った｡

(2)氷川丸観光納オートライン

戦前からわが国海運界を代表する優秀な客船として,その

な姿をうたわれ愛されてきた日本郵船の氷川九(11,600トン)は,

このほど30年の日米航路に終_rI二符をうち36年春から,横浜市の

【J_∩ぐ公園前ふ頭に横づけされ,海国日本に関するいろいろな資料

を展示し,一般青少年に開放されユースホテルとしても使用され

第16回 国際見本市日立特設館に出品したオートライン

第17岡 氷川丸観光株式会社納オートライン

ている｡

この氷川九には,オートラインとエスカレータが設置され見学

老のサービス輸送に括

に一役をかっている｡

オートラインの受註

するとともに,青少年の科学知識の普及

1号放で,甲板のへさきに設置され,国

定,移動手すりがない新い､形式であり,両側に歩道を設け自由

に乗り降りできる構造である｡

オートラインを船内に設置したのは世界ではじめての企画であ

り,見学者の好評を博している｡またエスカレータはエソジソ窒

と船室問に設け,昇り専用に運転している｡




